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主催：石西京アート事務所

企画：石 西京

背景

人口高齢化の時代において、高齢社会は世界が直面する重要課題となっています。2023
年 9 月時点で、日本の 65 歳以上人口は総人口の 29.1％に達し、世界でも屈指の高水準
です。中国でも高齢化が急速に進み、2021 年末には 60歳以上が 2.67 億人（18.9％）、
2035 年前後には 4億人超（30％超）に達し、重度高齢化段階に入ると見込まれていま
す。高齢人口の増加に伴い、高齢者の生活の質、特に精神文化面の充足が社会の関心事と
なっています。

しかし現状、多くの高齢者施設や高齢者本人は文化へのアクセス不足という課題に直面し

ています。加齢に伴う身体機能の低下や外出困難により、美術館・博物館などの文化活動

に自由に参加しにくく、日常の文化生活が乏しくなりがちです。調査では、65％超の高
齢者が「精神文化生活が不足している」と感じ、退職後は交友圏が縮小し、テレビ視聴で

時間を過ごす人も多く、空虚感・孤独感を抱えやすいことが示されています。長期的な文

化欠如は心理的健康の低下や社会的孤立の助長にもつながります。施設入居の高齢者が質
の高い文化芸術に気軽に触れられるようにすることは、喫緊の課題です。
（参考：『人民日報海外版』2024 年 3月「日本老齢化率達 29.1％」／CCTV.com 2022
年 9月「2035 年中国 60 歳以上人口は 30％超に」）

内容

「高齢者施設ミニ展」は、当事務所が発起した非営利のアート・プロジェクトで、美術展

をそのまま高齢者施設・介護施設の中へ“移動”させる取り組みです。小規模の巡回美術

展という形式で、高齢者に適したアート作品を定期的にセレクトし、高品質な複製で展覧

キットを制作。定期（隔月）・無償で参加施設へ郵送します。主な内容：

• 作品キット（隔月配送）：2 か月ごとにミニテーマ展を企画。A4 サイズ約 10

点の高精細複製に、展覧ガイドと作品解説を添付。絵画・写真など多様なジャンルで、現

代美術とクラシックを織り交ぜ、高齢者の興味・共感を引き出します。

• 参加型要素：各回のテーマ作品を図柄にした**オリジナル小型パズル（約 3セッ

ト）を同封。鑑賞に加え「見る・触れる・参加する」**体験で、作品理解を深め、交流の

きっかけを生みます。



• 配送・展示運用：すべて無償郵送。施設の廊下・集会室など空き壁面で職員の方

が簡易展示できるように設計（専門業者は不要／施設の負担増を避ける）。複製作品を貼
り、キャプションを掲示するだけで院内アート展が実施できます。

この仕組みにより、各施設は日常のケア環境の中で定期的に新しい展覧体験を提供可能。
テーマと作品は毎回入替わり、入居者は「外出せずに芸術に触れる」ことができます。

隔月で多様なアートに出会う継続的な文化供給は、施設の日常に彩りを与え、好奇心と会

話を活性化します。作品を用いたパズルは手指の協調・認知刺激につながり、協働の達成

感も得られます（もちろんお一人でも楽しめます）。

目標

1. 精神的充足の向上：良質な芸術鑑賞機会を定期的に提供し、単調になりがちな日
常に色を添えて興味関心を喚起。抑うつの緩和、孤独感の軽減、文化的ケアによる温もり
を届けます。

2. 心身の健康促進：鑑賞に加えパズル等への能動的参加が脳を刺激し、記憶想起や

思考を促して認知機能の維持・低下遅延に寄与（下記研究参照）。作品を介した対話は入

居者同士・入居者と職員の交流を深め、連帯感のある環境を育てます。

3. 若手アーティストの支援：主に日本で活動する若手（海外作家含む）の作品を展

示。高齢者という特別な観客からの率直な反応は作家の励み・学びとなり、創作の社会的

意義を高めます。
4. 多文化交流の促進：多文化背景の作品を選定し、海外作家の要素を日本の施設環

境に橋渡し。異文化理解を進め、世界への好奇心と社会とのつながりを保ちます。

以上を通じ、アートを日常ケアに取り入れることの独自の価値を示し、施設運営の新しい
内実を創出します。最終的なビジョンは、芸術が高齢者施設の日常の一部となり、誰もが
継続的に文化を享受できることです。

実践

• 幸福感向上・孤独の緩和：英国で 65 歳以上 700人を対象にした調査では、76％

が芸術・文化活動を幸福の重要因と回答、57％が新たな出会いを得て、51％が孤独感の

軽減を実感。60％が健康感の向上を回答。文化施設へのアクセス改善と同行支援があれ
ば参加意欲はさらに高まると示されました。
（出典：ComRes／董氏基金会「活躍老年生活， 多从事艺术及文化活动」（2021））

• 能動的な創作活動と脳の若返り：米テキサス大学の研究では、デジタル写真・パ



ッチワーク等の高挑戦度スキル学習が脳機能を可塑的に変化させ、より若々しい脳状態に
つながると報告（『Neurology & Neuroscience』）。“Use it or lose it”の理論を支

持し、絵画・歌唱など興味に基づく活動が抑うつ・孤立の改善に有用と精神科医も指摘。

• WHO（2019）による 3000 件超の総括：生涯にわたる芸術参加は、疾病予防・

健康増進・疾患管理の各段階で大きな効果。情動喚起・創造性発揮・生活認知の前向き化

を通じ主観的幸福感を高めます。高齢者ではフレイルのリスク低減、ダンス等による姿勢・

バランス・骨密度の改善、音楽・舞踊による安心感と所属感の向上が示されています。

（参考：WHO『What is the evidence on the role of the arts in improving health and
well-being?』2019）

• 日本国内の実践：2022 年に介護事業者が美術展・ワークショップを施設内で試

行。芸術による癒やし・リラクゼーションが心理状態を改善し、交流促進と認知症リハビ

リへの寄与が期待されるとして、効果評価も計画。
（参考：朝日新聞GLOBE 2024 年 1月／PR TIMES 2022 年 7月）

結論：芸術は高齢者にとって娯楽以上の意味を持ち、生活の質向上と心身の健康に有効。
私たちは施設現場の実情を踏まえ、このエビデンスに基づく公益アクションとして本プロ
ジェクトを設計しています。

展望

• カバレッジの拡大：都市・農村を含む多様な施設へ段階的に拡張し、ニーズに沿

ったテーマ編成で個別最適化。
• 参加型の深化：パズルに加え、簡易クラフトキット、名画ぬり絵、動画／VRな

ど、嗜好に応じた体験を開発。

• 専門支援の強化：芸術教育・老年心理の専門家アドバイザーと連携。将来的には

質問紙・面接等で情動・認知への効果を評価し、大学・研究機関との共同研究も視野に。

• 特別イベントと知見共有：アーティストの訪問制作・小規模WS等を資源状況

に応じて実施。実施施設のフィードバックと事例を定期共有し、文化介入の重視を業界全
体に広げます。

継続的な取り組みにより、本展は作品の陳列を越え、制度・風土として根付くことを目指

します。より多くの施設がアートを抱き、より多くの入居者が笑顔を取り戻す—「老有所

養・老有所楽・老有所享」に近づく確かな一歩です。



非営利性に関する声明

• 完全無料・負担なし：制作・送料は当事務所が負担し、いかなる費用も徴収しま

せん。寄付義務もありません。

• 商業目的を伴わない：展示するのは鑑賞用の複製であり、施設内で販売・勧誘は

行いません。選定は芸術的価値と入居者の嗜好を最優先。パズル等も教具として無償提供
します。

• 自主財源で運営：経費は当事務所の事業収益から捻出。海外出身作家のみが参加
する企画では、日本の税金由来の助成は使用しません（独立性と社会的責任を遵守）。

• 情報公開と監督：進捗・受益状況・投入資源は、公式サイト／年次報告で適宜公

開。施設・家族からの意見・提案を歓迎し、品質向上に努めます。

総括：本プロジェクトは高齢者の心身の福祉を起点とする公益活動です。私たちは営利を
追わず、芸術の光で一人ひとりの暮らしを照らすことだけを願っています。多方面のご理

解・ご支援をいただき、芸術介入が社会を温かく前進させる力になることを信じています。

（参考：厚生労働省『高齢者の生活実態と健康』2023／朝日新聞 2022 年 6月「高齢者
施設にアートの力」）
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